
年度

授業の種類 実習 講師名

248回 時間数 495時間 (11単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕
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〃

〃

バイタルサインの測定方法

実践的なシミュレーション実習を通し、観察・判断・処置に必要な知識や技術を身につける

心肺蘇生法（デモンストレーション⇒安全確認～接触）

心肺蘇生法（胸骨圧迫）

〃

〃

〃

〃

〃

FBAOを含む応急手当（異物除去法、三角巾、止血等）

〃

〃

〃

〃

心肺蘇生法（人工呼吸＜ポケットマスク＞）

AEDを用いたCPRの実習（AED導入講義）

〃

〃

蘇生人形システムを使用した、CPRの実習

〃

〃

〃

〃

CPR導入講義

科目名 シミュレーション実習Ⅰ

授業回数 救急救命士科1年

シミュレーション実習を通し傷病者や関係者に対する接遇や観察・判断・処置に必要な基本的な技術を身につける。

プロトコールに基づき救急救命処置の実施。

授業概要　2024

講義内容

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃



年度

授業の種類 実習 講師名

248回 時間数 495時間 (11単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

科目名 シミュレーション実習Ⅰ

授業回数 救急救命士科1年
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回数
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〃

〃

小児・乳児のCPR

〃

BVM使用による呼吸管理（下顎挙上法）

〃

〃

〃

CPR指導者実習

〃

〃

〃

〃

〃

搬送法（ストレッチャー・布担架・徒手搬送）

〃

〃

〃

〃

成人のCPRの手技実習確認（モジュラーシステムを使用）

〃

蘇生人形システムを使用した、CPRの実習

〃

〃

〃

講義内容

〃

救急隊員による救急救命処置での隊活動（聴診法＆血圧測定）

〃

救急隊員による救急救命処置での隊活動（聴診法＆血圧測定）

〃

喉頭展開手技

〃

〃

救急隊員の救急救命処置（経鼻・経口エアウェイ）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃



年度

授業の種類 実習 講師名

248回 時間数 495時間 (11単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

科目名 シミュレーション実習Ⅰ

授業回数 救急救命士科1年
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回数
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〃

〃

〃

JCS＆GCS評価法の講義と実技（初期評価）

〃

講義内容

救急隊員による救急救命処置での隊活動（吸引＆FBAOに対する活動）

〃

〃

〃

〃

〃

救急隊員による救急救命処置での隊活動（現着時CPA：CPR、気道確保、除細動）

〃

〃

半自動体外式除細動器(MRX)の使用法の説明と実技

〃

救急救命士の特定行為（食道閉鎖式エアウェイ使用方法）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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授業の種類 実習 講師名

248回 時間数 495時間 (11単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

科目名 シミュレーション実習Ⅰ

授業回数 救急救命士科1年
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講義内容

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

救急救命士の特定行為（気道確保）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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授業の種類 実習 講師名

248回 時間数 495時間 (11単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

科目名 シミュレーション実習Ⅰ

授業回数 救急救命士科1年
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回数
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講義内容

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

救急救命士の特定行為（静脈路確保）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

救急救命士の特定行為（薬剤投与）

〃

〃

〃

気道確保・薬剤投与を含めた隊活動

〃

〃

〃

〃

〃

〃

交通外傷時の救急活動の基礎（JPTEC）　初期評価～全身観察

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

交通外傷時の救急活動の基礎（JPTEC）　バックボード使用による全脊柱固定

〃

外傷症例に対しての救急隊活動

〃

〃



年度

授業の種類 実習 講師名

248回 時間数 495時間 (11単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

科目名 シミュレーション実習Ⅰ

授業回数 救急救命士科1年
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回数
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

OSCE。履修規定に準じる。

救急救命士標準テキスト改訂第10版 へるす出版

一般社団法人JPTEC協議会 へるす出版

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

講義内容

〃

救急救命士の特定行為（内因性シミュレーション）

〃

〃

書籍名 著者名 出版社

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

隊活動シミュレーション（PCEC＆PSLS）

〃

〃

〃

JPTECガイドブック・PEMEC・PCEC・PSLS


